








要約:小児肥満を予防するには管理・指導すべき肥満を早期に捉えて対応することが重要

である。小児肥満の初期を的確に捉えるには良性肥満と悪性肥満を鑑別すること、および

体重の成長曲線を検討することが要点である。また、保健所における小児肥満対策を実効

性のあるものにするには、保健所を基盤ためには保育所や幼稚園との連携を強め、さらに

学校保健との有機的な結びつきを図る必要がある。これらの活動の成果をいかに評価する

かがこの分担研究のもっとも大きな研究課題であと考えている。


